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張
す
る
。
こ
の
主
張
は
、『
順
正
理
論
』
の
衆
賢
が
作
用
と
法
と
の
現
在

に
お
け
る
部
分
的
同
一
性
を
認
め
る
主
張
と
は
異
な
る
。
作
用
は
、
あ
る

存
在
の
自
性
で
も
な
く
他
性
で
も
な
い
と
有
部
は
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
安
慧
は
、
自
性
で
も
他
性
で
も
な
い
も
の
は
、
ウ
サ
ギ
の
角
の
よ

う
に
畢
竟
無
自
性
で
あ
り
、
三
世
を
区
別
す
る
役
割
を
果
た
し
得
な
い
と

論
駁
す
る
。
作
用
と
存
在
の
現
在
に
お
け
る
部
分
的
同
一
性
を
認
め
る
衆

賢
の
立
場
と
異
な
る
場
合
、
ま
た
種
子
論
を
認
め
な
い
有
部
に
特
有
の
立

場
か
ら
は
、
作
用
は
畢
竟
無
自
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

ア
テ
ィ
シ
ャ
と
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ

望
月
　
海
慧

　

十
一
世
紀
に
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
を
伝
え
た
ア
テ
ィ
シ
ャ

（
九
八
二
―
一
〇
五
四
）
は
、
中
観
の
論
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

瑜
伽
行
唯
識
文
献
や
密
教
文
献
へ
の
言
及
も
多
く
見
ら
れ
る
。『
菩
提
道

灯
論
細
疏
』
に
も
、
中
観
を
師
ボ
ー
デ
ィ
バ
ド
ラ
か
ら
、
唯
識
を
セ
ル
リ

ン
パ
（
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
）
と
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
（
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ

ャ
ー
ン
テ
ィ
）
の
二
人
の
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
そ
の
著
作
と
伝
記
か
ら
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
と
の
実
際
の
関
係
を
考
察

す
る
。

　
『
菩
提
道
灯
論
細
疏
（D

. N
o. 3948

）』
で
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の

名
前
が
二
箇
所
で
言
及
さ
れ
る
。
最
初
の
も
の
（D

. 269a2

）
は
律
儀
の

解
説
に
お
い
て
、
彼
の
『
秘
密
集
会
曼
荼
羅
儀
軌
注
釈
』（D

. N
o. 1871, 

67a2︲5
）
が
引
用
さ
れ
る
。
内
容
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
五
果
の
解
説
で
あ

る
が
、
典
拠
は
密
教
文
献
で
あ
る
。
二
つ
目
（D

. 280a5

）
は
、
根
本
偈

の
空
性
論
証
の
解
説
に
お
い
て
中
観
の
論
書
を
列
挙
す
る
直
前
に
お
い

第
六
蘊
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
切
の
有
漏
が
五
取
蘊
に
、
一
切
の
有
為

が
五
蘊
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
た
、
釈
尊
の

教
説
と
矛
盾
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
。
有
部
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
存
在

（
法
）
が
原
因
と
し
て
、
結
果
の
存
在
を
取
る
こ
と
が
、
作
用
で
あ
り
、

作
用
は
原
因
と
し
て
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
で
、

作
用
と
存
在
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
。
安
慧
は
こ
の
場
合
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
。
存
在
と
作
用
が
同
一
の
場
合
は
、
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。
作
用

と
存
在
が
共
に
現
在
の
も
の
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
い
う
場
合
が
ま
ず
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
過
去
・
未
来
に
存
在
は
な
く
、
有
部
の
三
世
実

有
論
と
矛
盾
す
る
。
作
用
と
存
在
が
共
に
三
世
に
わ
た
っ
て
同
一
の
も
の

と
し
て
あ
る
と
い
う
場
合
が
次
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
作
用
も
法

も
常
住
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
・
現
在
・
過
去
と
い
う
区
別
を
何
に

よ
っ
て
な
す
の
か
説
明
で
き
な
く
な
る
。
作
用
も
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な

く
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
す
る
の
は
、
表
面
的
に
は
安
慧
は
述

べ
て
い
な
い
が
、
種
子
説
を
伴
う
経
量
部
の
現
在
有
体
過
未
無
体
論
で
あ

ろ
う
。
経
量
部
は
現
在
の
存
在
の
連
続
の
中
で
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の

時
間
論
を
打
ち
立
て
る
。
そ
の
場
合
、
現
在
の
存
在
の
中
に
潜
在
的
な
作

用
（
種
子
）
と
顕
在
的
な
作
用
（
現
行
）
を
認
め
、
作
用
と
存
在
は
同
一

で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
る
。
潜
在
的
な
作
用
（
種
子
）
が
早
い
遅
い
の

差
は
あ
っ
て
も
、
次
々
に
連
続
的
に
、
顕
在
的
と
な
り
、
そ
れ
が
現
在
の

存
在
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
有
部
の
認
め
る
変
化
し
な
い
法
の
自

体
間
に
因
果
関
係
は
な
く
、
一
瞬
一
瞬
生
滅
す
る
諸
作
用
＝
諸
法
間
に
因

果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
釈
尊
の
い
う
、「
此
あ
る
が

故
に
彼
あ
り
、
此
な
き
が
故
に
彼
な
し
」
と
い
う
因
果
の
道
理
で
あ
る
。

有
部
は
、
最
後
に
作
用
と
存
在
（
法
）
は
同
一
で
も
別
異
で
も
な
い
と
主
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『
経
集
摂
義
（D

. N
o. 3937

）』
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
『
経
集
』

に
対
す
る
簡
略
な
概
説
書
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
へ
の
言
及
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
に
は
『
経
集
』
に
対
す
る
詳
細

な
注
釈
書
『
経
集
釈
宝
明
荘
厳
論
（D

. N
o. 38935

）』
が
あ
り
、
本
論

は
こ
の
注
釈
書
に
基
づ
い
て
『
経
集
』
の
構
造
を
分
析
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

　

ア
テ
ィ
シ
ャ
の
伝
記
で
あ
る
『
ア
テ
ィ
シ
ャ
詳
伝
』
で
は
、
シ
ャ
ー
ン

テ
ィ
パ
の
名
前
を
十
箇
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
七
つ

は
、
教
え
の
相
承
を
述
べ
た
部
分
に
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
究
極
の
マ

ン
ト
ラ
（
〇
一
八
、
ア
イ
マ
ー
校
訂
本
の
番
号
）、
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ

（
〇
二
〇
）、
真
言
乗
と
波
羅
蜜
乗
（
〇
三
四
）、
因
明
（
〇
四
三
）、
宗
義

（
〇
四
六
、
〇
四
七
）、
教
誡
（
〇
五
六
）
に
お
い
て
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
直
前

が
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
三
つ
（
一
一
〇
、
一
一

三
、
三
七
九
）
は
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
経
歴
の
解
説
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
ン

テ
ィ
パ
の
八
千
頌
の
解
説
と
中
観
批
判
、
彼
の
タ
ン
ト
ラ
を
翻
訳
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
に
と
っ
て
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
は
、
唯

識
の
教
え
だ
け
で
な
く
、
密
教
の
教
え
も
受
け
て
い
る
師
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
言
及
数
は
、
同
じ
師
で
あ
る
ボ
ー
デ
ィ
バ

ド
ラ
に
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
強
い
思
想
的
影
響
関
係

は
確
認
で
き
な
い
。

て
、
前
述
の
唯
識
を
学
ん
だ
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
般
若
波
羅
蜜
多
摂
義
灯
論
（D

. N
o. 3804

）』
は
、
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ

の
『
現
観
荘
厳
論
』
を
簡
略
に
ま
と
め
た
論
書
で
あ
る
。
ア
テ
ィ
シ
ャ

は
、『
現
観
荘
厳
論
』
の
注
釈
者
た
ち
に
言
及
し
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の

名
前
に
十
度
言
及
す
る
（
一
五
、
二
三
、
二
一
一
、
四
三
四
、
四
七
九
、

五
二
六
、
六
四
一
、
七
二
二
、
八
〇
九
、
九
四
九
、
以
上
パ
ー
ダ
番
号
）。

こ
の
う
ち
の
七
つ
は
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
解
釈
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
も
の

で
あ
る
。
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
言
及
数
二
十
二
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の
倍
で

あ
り
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
が
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
大
注
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
を
改
訂
し

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
『
法
界
見
歌
（D

. N
o. 2314

）』
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
『
法
界

讃
歌
』
と
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
の
『
現
観
荘
厳
論
』『
宝
性
論
』
の
引
用
に
よ

り
法
界
を
解
説
し
た
前
半
と
ア
ー
リ
ヤ
デ
ー
ヴ
ァ
の
『
智
心
髄
集
』
に
基

づ
く
宗
義
解
説
の
後
半
か
ら
な
る
。
こ
の
後
半
の
唯
識
思
想
の
解
説
に
お

け
る
七
偈
（
一
八
七
―
一
九
一
、
二
一
八
―
二
二
一
、
二
三
〇
―
二
三

九
、
二
四
六
―
二
四
九
、
二
六
〇
―
二
六
三
、
以
上
パ
ー
ダ
番
号
）
は
、

シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の
『
中
観
荘
厳
論
注
中
道
成
就
（D

. N
o. 4072

）』（D
. 

256b4, 257a1︲2

）、『
般
若
波
羅
蜜
多
優
波
提
舎
（D

. N
o. 4079

）』（D
. 

257a1, 257a3︲4, 257a5, 257a6︲b1

）
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
唯
識
の

教
義
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の
論
書
に
依
拠
し
て
い
た
と
言
え

る
。

　
『
一
切
三
昧
耶
集
（D

. N
o. 3725

）』
で
は
、
真
言
乗
の
解
説
に
お
い
て

（D
. 44b3︲4

）、
そ
の
大
乗
に
対
す
る
優
位
性
の
根
拠
と
し
て
『
三
乗
建

立
』（D

. N
o. 3712, 101b4

）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
、

波
羅
蜜
乗
の
上
に
金
剛
乗
を
認
識
し
て
い
る
。


